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 第１部を受けて第２部では、2000 年にウラジオストクと日本で実施した国際比較調査、2000 年のウラジオストク






2000 年ウラジオストク調査、2000 年日本調査、2002 年モスクワ調査、2004 年ウラジオストク調査という４回にわ
たる調査の職業の魅力スコア、職業の魅力評定基準、職業威信スコア、職業威信評定基準の結果をそれぞれ提示した。 




































































 第２部では、2000 年ウラジオストクを基点として、国際比較、地域比較、時系列比較のために 2000 年に日本の関
西、2002 年にモスクワ、2004 年に再度ウラジオストクにおいて実施した調査の結果を分析する。調査対象が学生に
限定された点に関しては、「特定の職業にコミットしていない」ことを利点として挙げ、日本の学生に関しては SSM
調査の結果と高い相関があるとして標本的代表性を確認する。他方、ロシアの学生に関しては「比較可能なデータが
ないのでバイアスについて検討不可であり、今回調査は学生に対する調査であることを念頭において分析する」とし
て分析の方針を明示する。 
 本研究は、急激に変化しつつあるロシアの経済文化の一面を科学的に捉えようとしたもので、高い歴史的意義があ
る。分析プロセスは慎重で的確であり、各比較調査に関する考察も概ね説得力がある。結論を全体的に眺めると、革
命前、ソ連期、体制転換期の３時代区分のうち、２、３期目の経済文化の抽出にとどまる結果になったが、本研究は
課題設定と考察・分析方法の一貫性においてすぐれており、その成果は今後の当該分野の研究に大いに役立つものと
思われる。概念規定の不十分さ、論文最後のまとめにおける若干の弱さなどがみられるものの、これらは貴重な学際
的研究としての本研究の価値を損なうものではない。 
 以上の理由により、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として十分に価値のあるものと認められる。 
